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新
年
の
ご
挨
拶 

令
和
元
年
は
昭
和
31
年
か

ら
新
し
い
元
号
に
変
わ
っ
た

祝
う
べ
き
年
で
し
た
。 

VG
槻
輪
に
と
っ
て
は
、

創
設
15
周
年
と
い
う
節
目
の

年
で
、「
創
設
15
周
年
記
念

パ
ー
テ
ィ
ー
」
に
は
、
高
槻

市
長
浜
田
剛
史
氏
を
は
じ
め

創
設
時
か
ら
私
た
ち
を
指
導

支
援
し
て
頂
い
た
方
々
に
も

来
て
頂
き
、
華
や
か
で
楽
し

い
パ
ー
テ
ィ
ー
を
み
ん
な
の

協
力
で
実
施
す
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
本
当
に
有
難
う

御
座
い
ま
し
た
。 

高
槻
市
市
民
公
益
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
初
代
セ
ン
タ
ー

長
で
あ
っ
た
宮
津
昭
氏
に
は

「
誰
で
も
一
ヶ
月
先
の
詳
細

活
動
の
計
画
は
す
る
。
継
続

し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

す
る
に
は
、
２
ケ
月
・
３
ケ

月
先
の
計
画
を
し
な
さ
い
」

と
教
え
て
頂
き
ま
し
た
。 

書
道
の
村
越
潤
子
先
生
と

は
、
清
水
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
で
書
道
を
教
え
て
お

ら
れ
、「
継
続
は
力
な
り
」・

「
ふ
れ
愛
」
を
教
え
て
頂
き

ま
し
た
。 

さ
て
、
令
和
二
年
の

干
支
で
あ
る
庚
子
は
、

新
た
な
形
へ
と
変
化
す

る
様
子
を
示
し
「
庚
」

の
文
字
と
十
二
支
の
最

初
の
「
子
」
が
組
み
合

わ
さ
っ
て
い
ま
す
。 

そ
の
た
め
、
庚
子
の

年
は
、
こ
れ
ま
で
に
準

備
し
た
パ
ワ
ー
が
、
こ

れ
ま
で
と
は
違
う
新
た

な
動
き
や
形
に
変
え
て

い
く
年
と
も
言
わ
れ
て

い
ま
す
。 

     
今
年
の
夏
に
は
二
度

目
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
開
催
が
予
定
さ
れ

政
府
が
推
進
す
る
働
き

改
革
に
よ
っ
て
、
日
本

の
社
会
も
新
た
な
形
へ

と
変
貌
し
て
い
く
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。 

今
年
は
、
そ
ん
な
特

別
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
秘

め
た
年
な
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
ね
。 

私
達
は
焦
ら
ず
、
一

歩
一
歩
確
実
に
前
に
進

ん
で
行
き
ま
し
ょ
う
。 

 
 

健
康
で
な
け
れ
ば
何

も
出
来
ま
せ
ん
。 

ま
ず
お
体
を
大
切
に

！！ 

令
和
２
年 

元
旦 

会
長 

大
岡 

成
一 

   

京
の
四
季
が
す
べ
て 

東
山
の
な
か
に
！！ 

晩
秋
の
紅
色
に
包
ま
れ
た 

東
福
寺
参
拝 

12
月
5
日
薄
曇
り
の
日

東
福
寺
駅
に
集
合
し
晩
秋
の

京
都
の
紅
葉
を
鑑
賞
に
行
っ

て
来
ま
し
た
。 

東
福
寺 

摂
政
九
條
道
家
が
、

奈
良
に
お
け
る
最
大
の

寺
院
で
あ
る
東
大
寺
、

ま
た
奈
良
で
最
も
盛
大

を
極
め
た
興
福
寺
に
な

ぞ
ら
え
よ
う
と
の
念
願

で
、
「
東
」
と
「
福
」

の
字
を
取
り
、
京
都
最

大
の
大
伽
藍
を
造
営
し

た
の
が
慧
日
山
東
福
寺

で
す
。 

東
福
寺
に
は
、
鎌

倉
・
室
町
期
の
絵
画
、

開
山
聖
一
国
師
が
宋
よ

り
持
ち
帰
っ
た
貴
重
な

書
蹟
類
、
鎌
倉
期
以
来

の
文
書
な
ど
が
多
数
所

蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
境
内
の
建
造
物
も
室

町
期
以
来
の
も
の
が
多

数
現
存
す
る
な
ど
、
文

化
財
の
宝
庫
と
な
っ
て

い
ま
す
。 

京
都
の
紅
葉
名
所
ラ
ン
キ

ン
グ
で
人
気
が
高
く
、
絶
対

に
外
せ
な
い
紅
葉
ス
ポ
ッ
ト

が
「
東
福
寺
」
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。 

11
月
中
旬
か
ら
、
洗
玉
澗

と
呼
ば
れ
る
カ
エ
デ
の
雲
海

が
色
づ
き
は
じ
め
ま
し
た
。 

通
天
橋
か
ら
眺
め
れ
ば
、

ま
る
で
茜
色
の
天
上
を
散
歩

し
て
い
る
か
の
よ
う
に
な
り

ま
す
。 

         

聖
一
国
師
が
宋
よ
り
持
ち

帰
っ
た
唐
楓
を
は
じ
め
、
境

内
の
約2000

本
も
の
カ
エ
デ

が
、
緑
の
苔
を
秋
色
の
絨
毯

に
染
め
上
げ
て
い
ま
し
た
。 

東
福
寺
本
坊
庭
園 

方
丈
と
は
、
禅
宗
寺

院
に
お
け
る
僧
侶
の
住

居
で
あ
り
、
後
に
は
相

見
の
間
の
役
割
が
強
く

な
り
ま
し
た
。
当
初
は

東
福
寺
方
丈
「
八
相
の

庭
」
と
い
う
名
称
で
し

た
が
、2

0
1
4

年
に
国

指
定
名
勝
に
登
録
さ

れ
、
改
め
て
「
国
指
定

名
勝 

東
福
寺
本
坊
庭

園
」
と
な
り
ま
し
た
。 

広
大
な
方
丈
に
は

東
西
南
北
に
四
庭
が

配
さ
れ
、
「
八
相
成

道
」
に
因
ん
で
「
八

相
の
庭
」
と
称
し
て

い
ま
す
。
禅
宗
の
方

丈
に
は
、
古
く
か
ら

多
く
の
名
園
が
残
さ

れ
て
き
ま
し
た
が
、

方
丈
の
四
周
に
庭
園

を
巡
ら
せ
た
も
の
は

東
福
寺
本
坊
庭
園
の

み
で
す
。
作
庭
家
・

重
森
三
玲
に
よ
っ
て

昭
和
十
四
年
に
完
成

さ
れ
た
も
の
で
、
当

時
の
創
建
年
代
に
ふ

さ
わ
し
い
鎌
倉
時
代

庭
園
の
質
実
剛
健
な

風
格
を
基
調
に
、
現

代
芸
術
の
抽
象
的
構

成
を
取
り
入
れ
た
近

代
禅
宗
庭
園
の
白
眉

と
し
て
、
広
く
世
界

各
国
に
紹
介
さ
れ
て

い
ま
す
。 
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新
春
に
あ
た
り 

わ
が
ま
ち
紹
介 

２０２０年１月度行事予定  

鴨神社の耕田（宮田）として開発されたまち：宮田町 

大坂紙器工業（株）見学 
月 日：2020年１月23日（木） 

集 合：JR摂津富田駅改札出口 集合 

内 容：大阪紙器工業（株）工場見学 

その他：１）雨天決行 

２）詳細は別途配布資料をご参照下さい。 

 

２０２０年２月度行事予定  

大阪を代表するオフィス街のまち：大阪市本町 

大阪企業家ミュージアム見学 
月 日：2020年2月20日（木） 

集 合：堺筋本町駅中北改札出口 集合 

内 容：大阪企業家ミュージアム見学 

その他：１）雨天決行 

２）詳細は別途配布資料をご参照下さい。 

 

洗玉澗の渓谷より臥雲橋を見る 

方丈南園と唐門（恩賜門） 

神仙島石組と京都五山による苔山 


